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様式例・記載例（P321 備考：第十一―１関係） 

 

年  月  日 

 

知事・市長 殿 

 

（特定非営利活動法人の名称）       

代表者氏名            印  

電話番号                

 

 

 

 

 

事業報告書等提出書 

 

下記に掲げる前事業年度（  年  月  日から  年  月  日まで）の事

業報告書等について、特定非営利活動促進法第２９条（同法第５２条第１項（同法第

６２条において準用する場合を含む。）の規定により読み替えて適用する場合を含む。）

の規定により、提出します。 

 

記 

 

１ 前事業年度の事業報告書［①部］ 

 

２ 前事業年度の活動計算書［①部］ 

 

３ 前事業年度の貸借対照表［①部］ 

 

４ 前事業年度の財産目録［①部］ 

 

５ 前事業年度の年間役員名簿［①部］ 

 

６ 前事業年度の末日における社員のうち１０人以上の者の氏名（法人にあっては、

その名称及び代表者の氏名）及び住所又は居所を記載した書面［①部］ 

  

 

 

 

 

法人印

提出の際には、当該書類の副本 1通を添えること。 

①の部分には、それぞれの提出部数を記入する。 

※各所轄庁の条例で定めている提出部数を記入する 

主たる事務所を設置している都道府県知

事宛（指定都市のみに事務所を設置してい

る場合は、その市長宛）に提出する 

(注)２以上の都道府県の区域内に事務所を

設置する認定特定非営利活動法人（仮認定

含む）は、従たる事務所を設置している都

道府県知事宛にも提出する必要がある。 

提出書の提出年月日を記

載する 

資料４ 
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 （備考） 

１ この提出書には、上記の提出書類各２部を添付すること（ただし、法第５２条第１項の規

定により非所轄法人が提出する場合は、副本の提出を要しない。）。 

２ 特定非営利活動に係る事業のほか、その他の事業を行う場合には、活動計算書を一つの書

類の中で別欄表示し、また、その他の事業を実施していない場合は脚注においてその旨を記

載する、あるいはその他の事業の欄全てに「ゼロ」を記載する。 

３ ５の書類は、前事業年度において役員であったことがある者全員の氏名及び住所又は居所

並びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿をいう。 

４ ２以上の都道府県の区域内に事務所を設置する認定特定非営利活動法人又は仮認定特定非

営利活動法人が法第５２条第１項（法第６２条において準用する場合を含む。）の規定に基づ

き、所轄庁以外の関係知事に提出する場合には、提出先の団体が定めるところによること。 

  

書類の提出部数等は、所轄庁が定めるところによります 
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様式例・記載例（法第 28 条第 1項関係「前事業年度の事業報告書」） 

 

 

○○年度の事業報告書 

 

○○年○○月○○日から○○年○○月○○日まで 

 

 

特定非営利活動法人○○○○ 

 

１ 事業の成果 

・以下の事業を実施した。 

・ホームページの開設のための議論の検討結果は、通常総会において実施の承認が得られた。

当該ホームページは、３月１日から開設している。 

 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施日時 

(B)当該事業の 

実施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費の金額

（単位：千

円） 

環境美化を目

的として清掃

を行う事業 

 

 

・地域の通学路や駅周辺の清

掃を行った。 

 

 

(A)５月○日及び

９月△日に行

った。 

(B)○○地域の通

学路、△△駅

周辺 

(C)２０人 

(D)通学路や

駅を利用

する市民 

(E)不特定多

数 

５００ 

 

 

 

活動支援を目

的として助言

を行う事業 

 

・地域の通学路や駅周辺の清

掃を行う活動の実施を検討

している他の団体を支援す

るため、電子メールの利用

による助言窓口を開設し

た。 

(A)３月１日から

随時行った。 

(B)主たる事務所 

(C)３人 

(D)助言を希

望する他

の団体 

(E)１団体 

 

１１０ 

 

自然環境の保

護に関する講

演会を開催す

る事業 

・大学、行政、他の特定非営

利活動法人に所属し、自然

環境の保護に関する研究や

実務に携わっている方々を

招き、講演会を開催した。

(A)１月○日に開

催した。 

(B)□□市文化会

館 

(C)８人 

(D)自然環境

の保護に

関心があ

る市民 

(E)５０人 

６００ 

  

前事業年度の自至年月日を

記載する 

実施した事業は、

(A)から (E)までの

事項をもれなく

記載する 

活動計算書で事業費を事業

別に区分している場合に記

載する。区分していない場

合は、任意の記載事項 

所轄庁の定める部数を提出する 
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(2) その他の事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実施日時 

(B)当該事業の実施場所 

(C)従事者の人数 

事業費の金額

（単位：千

円） 

会員相互の親

睦会の開催 

・会員相互の意見交換のた

め、親睦会を開催する。 

(A)年 1 回（12 月） 

(B)○○会館 

(C)２０人 

 

１００ 

 

 

チャリティー

コンサートの

開催 

・自然環境の保護に関するイ

ベントにおいて、チャリテ

ィーコンサートを開催す

る。 

・本事業年度は、実施しなかっ

た。 
－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実施体制等に関する事項 

(1) 総会の開催状況 

総会区分 

(A)開催日時 

(B)開催場所 

(C)出席者等 

議事内容 

通常総会 

 

 

(A)○月○日 ○時○分～○時○分 

(B)○○ビル○○会議室 

(C)正会員総数○○名中○○名 

（うち表決委任者○名） 

・○○年度事業報告及び決算の

承認 

・○○年度事業計画及び予算の

承認 

臨時総会 (A)○月○日 ○時○分～○時○分 

(B)○○ビル○○会議室 

(C)正会員総数○○名中○○名 

（うち表決委任者○名） 

・定款変更（○○に関する事項）

の承認 

 

 

実施した事業は、(A)から

(C)までの事項をもれな

く記載する 

その他の事業を行う場合のみ記載する 

特定非営利活動に係る事業の事業内容と、その他の事

業の事業内容とは、相違点を明らかにして記載する 

記載する場合には、活動計算書の

「事業費合計額」と全体の合計額

を一致させる

開催した総会は、(A)から

(C)までの事項をもれな

く記載する 

通常総会は、少なくとも毎年１回開催する 
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(2) 理事会の開催状況 

理事会区分 

(A)開催日時 

(B)開催場所 

(C)出席者等 

議事内容 

定例理事会 

（○月月例） 

 

 

(A)○月○日 ○時○分～○時○分 

(B)主たる事務所会議室 

(C)理事総数○名中○名 

・○○事業の進捗状況 

 

 

定例理事会 

（○月月例） 

(A)○月○日 ○時○分～○時○分 

(B)主たる事務所会議室 

(C)理事総数○名中○名 

・○○事業の進捗状況 

・通常総会の決議事項 

 

臨時理事会 (A)○月○日 ○時○分～○時○分 

(B)主たる事務所会議室 

(C)理事総数○名中○名 

・臨時総会の決議事項 

 

 

 

 

 

 

(3) 事務局職員の状況 

勤務区分 主たる事務所 
従たる事務所 

（○○県○○市） 

○○作業所 

（○○県○○市） 

常勤職員 

 

○○人 

 

○○人 

 

○○人 

 

非常勤職員 ○○人 

 

○○人 

 

○○人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定款に総会以外の会議を定めている場合のみ記載す

る 

記載する場合には、定款に定める会議（理事会、評議

員会等）と一致させる 

開催した理事会は、(A)

から (C)までの事項をも

れなく記載する 

定款に記載する事務所以外に事

業活動の拠点が存在し、職員が従

事している場合は記載する 



6 
 

 

 

 

 

４ 社員、支援者等に関する事項 

(1) 会員等の状況 

会員区分 会員数 新規入会者数 退会者数 

正会員（社員） 

 

 

○○人 

 

うち 

・個人会員 ○○人 

・団体会員 ○○人 

○人 

 

うち 

・個人会員 ○人 

・団体会員 ○人 

○人 

 

うち 

・個人会員 ○人 

・団体会員 ○人 

賛助会員 ○○人 

 

うち 

・個人会員 ○○人 

・団体会員 ○○人 

○人 

 

うち 

・個人会員 ○人 

・団体会員 ○人 

○人 

 

うち 

・個人会員 ○人 

・団体会員 ○人 

 

 

 

 

(2) ボランティアの状況 

ボランティア 

参加事業名 
活動内容 ボランティア参加者数 一人当たり活動時間 

環境美化を目

的として清掃

を行う事業 

 

・地域の通学路や駅周辺

の清掃活動 

・歩行者や従事者の安全

を図るための交通整

理 

○○人 

 

 

○○時間 

 

 

 

 

（備考） 

１ 本事業報告書の記載内容は一例であって、事業活動の状況、組織運営の状況等、様々な実

情に合わせて、一般市民に分かりやすい内容で自由に記載する。 

 ２ 活動内容に関する写真、イラスト、図表、補足資料などがあれば、適宜に事業報告書に掲

載若しくは別添資料（報道情報、パンフレット等）として添付する。 

  

定款に記載する会員種別と一致させ、法上の社員を明

らかにする 

社員は 10 人以上を有する 

事業活動にボランティアの支援があった場合のみ記載

する 
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様式例・記載例（法第 10 条第 1項第 7号関係「設立当初の事業年度の事業計画書」） 

 

 

設立当初の事業年度の事業計画書 

 

法人成立の日から○○年○○月○○日まで 

 

 

特定非営利活動法人○○○○ 

 

１ 事業実施の方針 

・設立当初の事業年度は、以下の事業を確実に実施することを目標とする。 

・本法人の事業内容をより多くの市民に知っていただくため、ホームページの開設準備委員会

を発足させる。 

 

 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

 実施予定日時 

(B)当該事業の 

実施予定場所

(C)従事者の 

予定人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)予定人数 

事業費の 

予算額 

（単位：千

円） 

①環境美化を

目的として

清掃を行う

事業 

 

・地域の通学路や駅周辺の清

掃を行う。 

 

 

(A)年２回（５月と

１ ０ 月 に 行

う。） 

(B)地域の通学路

や駅周辺 

(C)２０人 

(D)通学路や

駅を利用

する市民 

(E)不特定多

数 

５００ 

 

 

 

②活動支援を

目的として

助言を行う

事業 

 

 

 

 

・地域の通学路や駅周辺の清

掃を行う活動の実施を検討

している他の団体を支援す

るため、電子メールの利用

による助言窓口を開設す

る。 

・本年度は、来年度の開設に

向けた開設準備委員会を発

足させる。 

・本事業年度は、

実施予定なし。

 

－ 

 

－ 

 

③自然環境の

保護に関す

る講演会を

開催する事

業 

・大学、行政、他の特定非営

利活動法人に所属し、自然

環境の保護に関する研究や

実務に携わっている方々を

招き、講演会を開催する。

(A)年１回（１月に

開催する。） 

(B)□□市文化会

館 

(C)８人 

(D)自然環境

の保護に

関心があ

る市民 

(E)５０人 

６００ 

 

定款附則の「設立当初の事業年

度」の期間と一致させる 

実施する予定の事業

は、(A)から (E)までの

事項をもれなく記載

する 

活動予算書で事業費を事

業別に区分している場合

に記載する。区分してい

ない場合は、任意の記載

事項。 

所轄庁が定める

部数を提出する 
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(2) その他の事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実施予定日時 

(B)当該事業の実施予定場所 

(C)従事者の予定人数 

事業費の 

予算額 

（単位：千

円） 

①会員相互の

親睦会の開

催 

・会員相互の意見交換のた

め、親睦会を開催する。 

(A)年 1 回（12 月） 

(B)○○会館 

(C)２０人 

１００ 

 

②チャリティ

ーコンサー

トの開催 

・自然環境の保護に関するイ

ベントにおいて、チャリテ

ィーコンサートを開催す

る。 

・本事業年度は、実施予定な

し。 

－ 

 

 

 

 

３ 実施体制等に関する事項 

(1) 総会の開催予定 

  ・通常総会 ○月 

 

(2) 理事会の開催予定 

  ・定例理事会（毎月上旬） 

 

(3) 事務局職員の配置予定 

  ・主たる事務所 ○○人 

  ・従たる事務所（○○県○○市） ○○人 

  ・○○作業所（○○県○○市） ○○人 

 

 

 

 

 

 

 

 

（備考） 

１ 設立当初の事業年度の事業計画書及び翌事業年度の事業計画書は、それぞれ別葉として作

成する。 

２ 本事業計画書の記載内容は一例であって、事業活動の予定、組織運営の予定等、様々な状

況に合わせて、一般市民に分かりやすい内容で自由に記載する。 

その他の事業を行う場合のみ記載する 

特定非営利活動に係る事業の事業内容と、その他の事

業の事業内容とは、相違点を明らかにして記載する 

実施する予定の事業

は、(A)から (C)までの

事項をもれなく記載

する 

記載する場合には、活動予算

書の「事業費合計額」と全体

の予算額の合計額を一致さ

せる

通常総会は、少なくと

も毎年１回開催する 

定款に総会以外の会

議を定めている場合

のみ記載する 

定款に記載する事務

所以外に事業活動の

拠点が存在し、職員が

従事する予定の場合

は記載する 


